
 

第 81 回国民スポーツ大会・第 26 回全国障害者スポーツ大会 

都城市開催基本方針 

  

 

１ 基本方針  

スポーツは、「する」、「みる」、「ささえる」という様々な形で、人々に「楽し

さ」や「喜び」を感じさせ、また、人と人との交流及び地域との交流を促進し、

地域の一体感や活力を醸成するものです。  

第 81 回国民スポーツ大会・第 26 回全国障害者スポーツ大会（以下、「両大

会」という。）の開催に当たっては、本市の地の利及び地域資源を最大限に活用

し、市民と行政が協働し、本市特有の魅力を全国に発信する大会を目指します。  

また、両大会は、本市が目指す「市民の笑顔が広がる 南九州のリーディング

シティ」の実現に向けて、市民・関係団体・行政などが相互に連携を深め、都城

の総力を結集する大会として開催します。  

   

 

２ 実施目標 

(１) オール都城でつくり・はぐくみ・自ら参加する大会  

   市民が、大会に「参加（する）」、「応援（みる）」、「絆（ささえる）」など、

性別、年齢、障がいの有無等に関係なく、様々な関わりを持つことで、開催機

運を盛り上げる市民総参加型の大会を目指します。 

  

(２) おもてなしの心で都城の魅力を全国に発信する大会 

「島津発祥の地」としての歴史や「日本一の肉と焼酎」など、本市が誇る地

域資源を全国に発信するとともに、来訪者を心のこもったおもてなしでお迎え

し、本市特有の魅力に触れていただき、再度、本市に訪れたいと感じていただ

けるような大会を目指します。 

 

(３) 都城が誇る拠点施設を十分に活かした創意工夫のある大会 

   開催準備、大会運営に当たっては、拠点施設や競技用具等の有効活用に努

め、効率化を図りつつも、市民及び関係団体と創意工夫を凝らし、本市の特色

が十分に活かされた大会を目指します。 

 

(４) 地域スポーツの活性化と子どもたちが都城を誇りに思える大会 

   大会開催を契機とし、地域における健康づくりや生きがいづくりなど、本市

におけるスポーツの推進を一層図り、また、子どもたちが、大会を通じてスポ

ーツに親しみを持つとともに、都城を誇りに思えるような大会を目指します。 


